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午前１０時００分 開会 

（出席議員 １３名） 

 

 

◎開会宣告・開議宣告 

○議長（中澤良隆君） 御出席まことに御苦労に存じます。

ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより令和５年第７回上富良野町議会臨時会を開会

いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとお

りであります。 

 

 

◎議会運営等諸般の報告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議会運営等

諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。 

本臨時会は１１月２４日に告知され、同日、議案等の配

布を行い、その内容につきましては、お手元に配付の議事

日程の通りであります。 

本臨時会の案件は、町長から提出の議案１０件であり

ます。 

本臨時会の説明につきましては、町長以下、関係者の出

席を求め、別紙配付の通り出席しております。なお、北條

議員から欠席届が提出されております。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって議会運営等諸般の報

告を終わります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員の指名

についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、

議長において、 

 ５番 金 子 益 三 君 

  ６番 林   敬 永 君 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 会期の決定についてを

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日間と決定しました。 

 

 

◎日程第３ 議案第９号 

○議長（中澤良隆君） 日程第３議案第９号上富良野町職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題とい

たします。を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいま上程いただきました

議案第９号、上富良野町職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例につきまして、提案の要請を御説明申し

上げます。 

本年８月に人事院は国家公務員の給与及びボーナスに

ついて、民間が公務員を上回り、その較差を解消するため、

引き上げる確保がなされ、当該勧告どおり実施する旨、閣

議決定を経まして、このたび法改正がなされたところで

あります。 

本町の職員の給与についても、人事院勧告及び国家公

務員給与の改正内容を参酌し、所要の改定を行うため、本

条例の一部を改正しようとするものであります。 

改正の主な内容についてでありますが、１点目として、

月例給において、民間企業との格差を解消するため、初任

給を大卒１万１,０００円、高卒１万２,０００円引き上

げるなど、若年層に重点を置いた引上げを行うもので、人

事院勧告の内容に準じた引上げ改定を行うものでありま

す。 

２点目として、期末勤勉手当について、民間の支給割合

に見合うよう、現行、年間４．４月を４．５月に０．１月

引上げ、定年前、再任用短時間勤務職員にあっては、現行、

年間２．３月を２．３５月に０．０５月引き上げるもので

ございます。 

以下、議案につきましては、条例の朗読を省略させてい

ただき、上程その主な改正点を説明させていただきます。 

改正条例第１条は、令和５年１２月１日から施行し、月例

給については、令和５年４月１日に遡及適用、勤勉手当に

ついては、期末勤勉手当については、令和５年１２月１日

に適用する内容で、期末手当及び勤勉手当の改定につい

ては、一般職員０．１月分、定年前、再任用短時間勤務職

員０．０５月分を引上げ、配分する引上げ分については、

本年１２月支給分に配分し、月例給の改定は、別表第１、

別表第２で規定する行政職給料表及び看護職給料表の改
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正を規定するものであります。 

改正条例第２条は、令和６年度以降の期末手当及び勤

勉手当について、一般職員については、６月分及び１２月

分にそれぞれ０．０５月分、定年前再任用短時間勤務職員

については、０．０２５月ずつ配分し、令和６年４月１日

から適用するものであります。 

なお、附則につきましては、第１項及び第２項は、前段

御説明したとおり、当該条例の施行日及び適用日を規定

するとともに、第３項は、月例給の遡及適用により、改正

前の給料表による給与については、改正後の給料表によ

る給与の内払いとみなす規定でございます。 

以上で議案第９号、上富良野町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の、説明といたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

９番、島田政志君。 

○９番（島田政志君） 先ほど説明したのであれなんです

けども、地方公務員給与改定に関する取扱いについての

中で要するに、まだ、公共団体地方公共団体においては、

財政状況及び各地方団体等を、給与事情を十分に検討し

ているということと、人事院勧告の国家公務員給与を上

回らないようにいうことを前提にお話ししまして、先ほ

ど見せたこの高齢者データのところですけども、北海道

の求人会社が出している数字でございまして、信憑性が

あるかないかとかいうことがちょっと尋ねられましたけ

れども、私はもう、かなり信憑性のある数字と見ておりま

す。 

その中で、上富良野町の勤め人の平均年収が３１６万

円だということで、役場職員におきましては、５４６万円

ということで、ただこれも、近年、役場職員の年齢が下が

っておりまして、２０１５年に４２．１歳だったのが、現

在３９．７歳ということで、かなり、年齢が下がっている

ので、数字的に低く見えるかもしれませんけども、これが

例えば４２歳ぐらいになると、さらに１年間１年１歳当

たり１万円としても、4万円ぐらいは高くなるのかなと思

われます。 

これに対して町の考え方というか、人事院勧告で、当然

公務員の横並びということ、あるいはそういうことをし

ないことによっては、職員が確保出来ないとかいろいろ

問題等もございます。町長の意見を聞かせてください。 

○議長（中澤良隆君）副町長、答弁。 

〇副町長（佐藤雅喜君） ９番島田議員の御質問にお答え

いたします。 

町の給与給料表の決め方につきましては、さきに説明

してあるとおり、国の人事院の勧告、それから国の給料表

をもとに、それを準用してつくっているものでございま

す。 

基本的には、通達のとおり、地域の実情なども考慮する

ということもありますそれから地域によって大企業がな

ければ、当然そういった部分、国が出している部分よりも

少ないこともあろうかと思います。 

民間の給与におきましては、様々な形態ありまして、い

ろいろな手当で補完してあったりとか、そういった部分

で、なかなか平均的なものをきっちりと把握することも

難しいと思いますけれども、町としては、給与表の根拠と

なるものを、国の人事院勧告に置いて定められている、給

料表を、下にそれらの給与を決定していることから、独自

の給料表を持ち得てやっていくというようなことについ

ては、大変難しいのかなというふうに思っております。 

今後も、そういった国の動向を見極めながら、議員御指

摘のとおり当然国家公務員の給与を上回るようなそのよ

うな給料表の運用というか使い方は出来ないわけですか

ら、そういったものをしっかりと、見据えながら、毎年毎

年の給与について、きちんと検証しながら定めてまいり

たいと思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中澤良隆君）９番 島田政志君 

○９番（島田政志君） 古い話になりますけども、私が就

農したのは１７、１８年前の話ですけども、次、初めて確

定申告にお邪魔したときに、斎藤さんが、当時、税務課で、

担当していただいたわけなのですけども、そのときに、領

収書、会計費、家計費の中に入っている領収書１枚、１枚

丁寧に見ていただきまして、これは農業経費だよ、これも

農業経費だよということで、かなり減税というか節税に

御尽力されたことを、今思い出しております。 

このように、町民のことを先に考えてくれている、斎藤

町長ですので、いろいろと、苦肉のというか今回の人事院

勧告によるところの職員の給与アップについても、かな

り検討されたものと思います。 

これほど税務課にいた頃に、町民のために尽力された

斎藤さんです。農民も非常に困っていますし一緒に、観光

協会、あるいは夜の飲食業界におきましても、非常に苦労

しているというか、危ない状態の方もいらっしゃいます。 

今回は、役場職員、次回３月以降におきましては一般、

町民町民にも、反映していただけるよう期待しまして、私

のほうからのお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ９番島田議員の御質問にお答えし

たいと思います。 

給料の国家公務員に準ずる人事院勧告については、長
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年といいますかそういう中で、大きい町、国とか道、大き

い町では独自の人事院持っております。 

小さい町村では、当然理事者において検討はして労使

交渉もちろんありますし、その中で決定されてきたとい

う経緯がございます。 

島田議員おっしゃるとおり、役場の職員というのは、公

僕です。 

公僕で、町民のために、一生懸命仕事をするのですが、

一方で労働者でもありますので、生活給与といいますか、

それはしっかりですね守っていかなければならないのか

なというふうに考えております。 

その中で、人事院勧告を参酌して、国家公務員に準じて

というふうに今回決めさせて提案させていただいており

ます。 

公僕ですので直接、ほかの民間の方の給与を保障する

というのはなかなかそういう制度というのは、町は難し

いのかもしれませんが、産業振興のためには日々過去も、

ずっと政策として、やってきておりますので、これは、来

年の春とか、その後も含めて、しっかりとやっていきたい

と、このように考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

なければこれをもって質疑を終了いたします。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

よって、議案第９号、上富良野町職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

 

◎日程第４  議案第１０号 

○議長（中澤良隆君） 日程第４、議案第１０号、上富良

野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいま上程いただきました、

議案第１０号、上富良野町会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

会計年度任用職員の期末手当の支給率は、上富良野町

職員の給与に関する条例の規定を準用し、かつ、その支給

率を読み替えるよう規定しており、このたび、職員の給与

についても、期末手当の支給率を引き上げるよう進めて

いることから、これに伴い、会計年度任用職員の期末手当

について、所要の改正を行う、行うため、当該条例を改正

するものであります。 

改正内容についてでありますが、令和５年度の期末手

当の引上げ改定といたしまして、１２月期の期末手当を

現行０．６７５から０．０２５月引上げて０．７月にする

ものです。 

以下議案につきまして、朗読をもって説明させていた

だきます。 

議案第１０号、上富良野町会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

上富良野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例、令和元年上半期５条例第４号の一部を次のよう

に改正する。 

第１３条第１項中１００分の１２０を１００分の１２

５に、１００分の６７．５を１００分の７０に改める。 

第２２条第１項中１００分の１２０を１００分の１２

５に、１００分の６７．５を１００分の７０に改める。 

附則、この条例は令和５年１２月１日から施行する。 

以上で議案第１０号上富良野町会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の説

明といたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。これより質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第１０号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） よって、議案第１０号、上富良野

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第５  議案第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第５議案第１号、令和５年度

上富良野町一般会計補正予算（第８号）を議題といたしま

す。提出者から提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいま上程いただきました、

議案第１号、令和５年度上富良野町一般会計補正予算第

８号につきまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目につきましては、先ほど条例改正でも説明させ

ていただきましたが、人事院勧告及び給与条例改正及び

会計間異動に伴う、職員、職員給与費の、及び、会計年度

任用職員の報酬等の補正となってございます。 

なお、人事院勧告に伴う職員給与費の影響額は約２,０

００万円となってございます。 

２点目につきましては、特定防衛施設周辺整備調整交

付金、及び再編交付金の事業費の確定とあわせまして、調

整交付金の２次配分額の確定に伴い補正をするものでご

ざいます。 

調整交付金につきましては、既に完了した事業の財源

調整を行うとともに、今年度に実施を検討していたラベ

ンダーハイツ介護ロボット購入。 

給食センター厨房用備品、町立病院医療機器、教育支援

センター連絡車両購入などを整備するとともに、ラベン

ダーハイツ、教育支援センター、東中小学校のエアコンを

整備するため所要の補正をお願いするものでございます。 

３点目につきましては、グレーダー路線の置き雪や交

差点や、生活道路の狭隘による交通障害の解消など、除雪

サービス向上のための除排雪体制の見直しの経費を補正

するものであります。 

４点目につきましては、子ども医療給付費及び未熟児

養育医療給付費の増加に伴う補正となってございます。 

５点目につきましては、来年以降の各機関の猛暑等に

対応するため、特定防衛施設周辺調整交付金、学校保健特

別対策事業補助、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金及び児童生徒教育振興基金を財源といたし

まして、各小中学校に冷房機器スポットエアコン等を整

備し、児童生徒の健康管理と、適切な学習環境の提供を図

るため、所要の補正をお願いするものでございます。 

以上申し上げた内容を主な要素とするとともに、他の

既決予算についても所要の補正を行い、余剰する額１，７

１１万８,０００円につきましては、今後の不測の財政需

要に備えるため、予備費に計上し、一般会計補正予算を調

製したところであります。 

それでは、以下議案の説明につきましては、議決項目の

部分についてのみを説明し、予算の事項別明細書につき

ましては、省略させていただきますので、御了承願います。 

議案の第１号を御覧いただきたいと思います。 

議案第１号、令和５年度上富良野町一般会計補正予算

第８号、令和５年、上富良野町の一般会計の補正予算。 

第８号は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第 1 条、歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ６，０８６万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 84 億 4,４３２万

５，０００円とする。 

第２項、歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第 1 票歳

入歳出予算補正による。 

繰越し明許費の補正、第二条繰越明許費の追加は、第２

表繰越し明許費補正による。 

１頁を御覧いただきたいと思います。 

第１項につきましては款ごとの名称と補正額のみ申し

上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、 歳入。 

１５款、国庫支出金２,９０９万７,０００円。 

１６款、道支出金３０５万８,０００円。 

１９款、繰入金２,８００万円。 

２１款、諸収入７０万９,０００円。 

歳入合計は６，０８６万４，０００円となります。 

２頁をお開きください。 

２、 歳出。 

２款、総務費２７３万２,０００円。 

３款、民生費４８万９,０００円。 

４款、衛生費１，３３９万８,０００円。 

６款、農林業費１万２,０００円。 

８款、土木費１,９３４万７,０００円。 

９款、教育費７,１３１万２,０００円。 

１１款、給与費６,３５４万４,０００円の減。 

１２款、予備費１,７１１万８,０００円。 

歳出合計は６,０８６万４，０００円となります。 

３頁を御覧いただきたいと思います。 

繰越明許費補正につきましては、先ほど御説明いたし

ました。 

小中学校の冷房機器整備のうち、上富良野中学校につ

きまして工期が年度内に完了しないことが見込まれるた

め、限度額を２,８７６万５,０００円とする。 

繰越し明許費を追加するものでございます。 

第２表繰越し明許費補正、（1）追加、９款教育費、３項

中学校費、事業名上富良野中学校整備金額２,８７６万５,

０００円、４頁以降の地区別明細書につきましては説明

を省略させていただきます。 
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以上で議案第１号、令和５年度上富良野町一般会計補

正予算第８号の説明といたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。これより質疑に入ります。 

５番、金子益三君。 

○５番（金子益三君） ちょっと何点かお伺いいたします。 

まず、３６、３７頁に携わる教育費のところなのですけ

ども、この間、議会の一般質問等で教育環境について、学

校においてエアコンの設備を必要だということで早速の

対応非常にすばらしいなと思うところでございます。 

お聞きしますと、スポットクーラー等で上小、西小を主

に余り熱のこもらないような構造になっているところは

取りあえずそっちだけで、非常に構造的にも、熱がこもり

やすい上富良野中学校については、すぐ対応ということ

でお伺いしました。それで、そこからなんですが、今回、

学校給食センターのほういろいろな備品を買っています

が、こちらについても非常に劣悪な環境の中で、調理を行

っており、幸いにして、調理員の皆様の努力によって、食

中毒も起きず、大きな事故もないように聞いております

が、ただ窓もあけられない状況になっておりますし、夏は

暑く、冬は寒いという環境で建て直すにもお金がない。 

こういった中で、今回給食センター整備費について、ス

ポットクーラー等、そういったものを考えがなかったの

かということでお伺いしたい。 

もう１点は、分からないので教えて欲しかったんです

けども、給与費に関わるところで、今回６，３００万円減

額になっておりまして、中途退職者が３名出ている、また

未採用者が当初もくろんでいたところよりも４人少ない

ということにおいてこの分減額になっているのかなと推

測するとこでございますが、一方でちょっと分からない

のは、退職手当組合負担３，５００、約３,６００万円弱、

こちらを減額していることについて、どういった内容で

こちら大きく減額しているのかちょっと教えていただき

たいと思います。 

○議長（中澤良隆君）はい、教育振興課長。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ５番、金子議員のエアコ

ン整備等の関係の給食センターの関係のほう、御質問に

お答えさせていただきます。 

学校給食センターにおきましては現在、調理する場所

につきましては、大型のスポットクーラー４台を配備し

ておりましてそれを活用しながら給食業務等にあたって

いただいているとこでございます。 

ただ、大型スポットクーラーも設置から相当の年数も

たっているということもございまして、スポットクーラ

ーにかわる冷房設備についても今現在検討を進めている

ということでございます。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ５番金子議員の給与費のうち、

退職手当組合負担に伴う減額っていうことで、これにつ

いては昨年の今年の予算審議終了後において、退職手当

組合の負担率が改定されたというような内容が主な内容

で、この分減額補正という形で今回計上させていただき

ました。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） ２９頁の町道維持費、２,１２０

万円につきまして御質問させていただきます。 

除雪サービス向上ということで、本当にこれは期待し

ているところでございます。 

そこで４点お伺いいたします。 

まず、重機や作業員のにつきましては現状の業務委託

先のほうで賄えるものなのか、お伺いいたします。 

２点目ですけれども、交差点の狭隘解消ということで、

例えばスクールゾーンであったりとか、要はこの作業か

所の優先順位というものの基本的な考え方についてお伺

いいたします。 

３点目ですが、労務代がちょっと高いのかなという印

象がありまして例えば（1）のグレーダー路線のほうで言

えば、１日当たり８万７,５００円っていうような形にな

りますが、これはこれで普通なのか、このあたりの算定の

考え方についてお伺いいたします。 

４点目ですけれども、先ほど全員協議会で町長からあ

りましたが、これは恒常的な施策ということで、あくまで

今回スポット的なっていうことではなくて今後、恒常的

な事業として、拡大したものを令和６年度以降も継続し

ていくのかというところにつきまして、お伺いをさせて

いただきます。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） １番佐藤議員の除排雪の

補正に関する御質問にお答えさせていただきます。 

まず機械だとか、作業員の関係でございますけど、これ

は委託業者さんとも調整しながら、今までとは、別枠とい

う形で、今回考えております。 

あと、交差点だとか狭隘か所の順位につきましては順

次パトロール等を、あと、町民の皆様からいただいた、意

見も聞きながら、その都度、危険度の危険な箇所から対応

していきたいなと思っております。 

あと、労務費の単価でございますけど、これにおきまし

ては北海道で出しております公共の労務賃金単価を使っ

ております。 

最後の４点目なのですけど、住民サービスの向上とい
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うことで、今後におきましても、一定程度に町民の方の求

めているという点も加味しながら、令和６年度以降につ

きましても、同等レベルの予算計上は考えているところ

でございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君）  １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 今、お伺いいたしました令和６年

度以降も、当然交渉的に実施していくということであり

ましたが、別枠ということでこの重機作業員の要はリソ

ースに関して言えば別枠ということでありましたが、こ

ういったものも当然令和６年度以降もしっかり担保でき

るというような、既にそういった手を打っているのかど

うかをお伺いいたします。 

２点目の交差点の狭隘の解消について、いろいろと意

見を聞きながらということでありますが、どういった形

で集約していくのか。ようは、結構ここも今あそこ巻き込

むというようなイメージもあるんですがどういった形で

そういった意見集約しながら、順番を決めていくのかっ

ていうところもう一度その基本的な考え方をお伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） １番佐藤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

機械作業に別枠ということで、今年度におきましては

委託業者さんと相談をさせていただきながら、今年度は

出来そうだと、いうことで、お答えをいただいております

けど、また、令和６年度以降も引き続き委託業者が人不足

なものですから、継続した、協力関係をとりながら、人と

機会の確保に努めてまいりたいなと思っております。 

あと、交差点等狭隘の障害解消ですね、これにつきまし

ては先ほど申し上げたとおり、町の委託業者によるパト

ロールもしております。 

意外と町内会長さん、住民会長さん等々、ここは狭いと

かざくざくしているだとか、そういう意見もいただいて

おりますから、その中で緊急性の高いものを、先に順番で

取り組んでいきたいなと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑はありませんか。 

２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 冒頭、同僚議員が申し上げました、

小中学校エアコンの整備に関しては、９月以降の、短期間

の間、着手を進めていかれるということで非常に感謝申

し上げます。 

その中で先ほども、全員協議会では質問させていただ

きましたが、スポットクーラーの考え方、６４台が無駄に

ならないということで御答弁いただきましたが、今回は、

優先順位として、上中、そして東中、次年度以降を上小、

西小ということでの御答弁でしたが、上富良野小学校に

は、現在、地中熱、いわゆるヒートポンプの設備が備わっ

ております。 

先ほどの考え方で、通常のレギュラーの教室以外に、時

間的にはそんなに利用頻度のないところにスポットクー

ラーっていうお考えをもとにお聞きしますが、例えばヒ

ートポンプの熱回収を利用して、それを冷房のかわりに

っていうことでの検討はされているかどうか確認します。 

○議長（中澤良隆君） 教育振興課長答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ２番、荒生議員ので上小

における冷房設備の関係の御質問にお答えさせていただ

きます。 

今回の整備の中で基本各学校ともエアコン等の整備を

基本に考えるということで検討を加えていく中で、上富

良野小学校につきましては、御質問のとおり現在、暖房関

係は、地中熱を活用した、仕組みで暖房をしておりますが、

地中熱のことに関しての設備につきましては、あくまで

暖房ということでございまして、冷房の部分についまで

は、対応していない状況でございます。 

既存の設備を、冷房まで活用するとするならば、大規模

なちょっと改修等が必要という、検討の中で出てきてお

りまして、現行としては今暖房に特化した形ということ

になっておりますので御理解願います。 

○議長（中澤良隆君） 2番、荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 当初、地中熱の設備を検討すると

きには、確か暖房、冷房、両方とも使えるっていうことを

前提に着手したような気がしますが確認です。 

○議長（中澤良隆君） 教育振興課長答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ２番荒生議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

上富良野小学校の、既存の地中熱の設備につきまして

は、今お答えしましたとおり、暖房にですね、使うという

形の今仕組みになっておりまして、実際、暖房のほうも、

床だもしくはパネルヒーター等で運用しているというこ

ともございまして、それを冷房等に活用するには、やはり

空調関係の設備を、ちょっと改修が必要だというふうに

ちょっと、なってございますので、当初のちょっと計画の

部分まではちょっと私もちょっと十分承知していない部

分でございますが、あくまで地中熱を活用した暖房設備

を導入したということで、理解しているとこでございま

す。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ２番、荒生議員の御質問に、少

し、ちょっと私の見解を申し上げたいと思います。 

上小の建設におかれましては、一部１階の部分、職員室、



 

8 

 

校長室、あと放課後クラブ等で利用している多目的ルー

ム、ここは特に防災の避難所にもなるということで、エア

コンというか空調の設備が整っていることから、やはり

保護者の方からも大変お声をいただいています。 

１階部分が使えるのなら、２階や３階にもぜひそれを

回してもらえないかというふうにお声をいただきました

ので、私も、設備の内容と確認しましたら、その設備につ

きましては、あくまでもそこにダクトを回しているだけ

で、基本的に今の地中熱を打ったときには、基本的には暖

房を使うということで地中熱をし、全て暖房とエアコン

を装備フルの地中熱の整備には至っていないということ

が、今回、私は理解をしましたので、冒頭、課長のほうか

らも御説明しましたが、議員御質問のとおり、この地中熱

を整備したときに全てそこを暖房も冷房も完備できるよ

うな、３階までフルオートエアコンの形で設備されてい

ればよかったんですが、そのような設備になっていない

ということで、もし、そんなことをするのであれば大規模

的な改修が必要になることが、今回、私どもも確認をして

おりますので、先ほど申し上げましたように、上小におき

ましての今後の空調につきましては、相当天井も高く、か

なり換気も、はめ殺しの窓がかなり多くなっております

ので、ここを全館、やはり、空調回すような設備について

は、しっかりとした整備設計をさらにこれから改修等に

ついては、計画を持って進めていきたいと今考えており

ますので、少しちょっとお時間をいただきたいなという

ことで進めていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私も小中学校のエアコン設置に

関することでお伺いします。 

財源といたしましては今回、児童生徒教育振興基金を

支消して充てるということでしたが、この確認でこの推

奨する、お金に関しては、元はといえば、ふるさと納税で

御寄附をいただいた財源を今回支消して充てるという形

をとるのかをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） 小林議員の児童生徒教育振興

基金の関係について、御質問にお答えしたいと思います。 

児童生徒教育資金については、実は総体的にはふるさと

納税分一般寄附分として色分けはされてございません。 

ただ、令和３年、４年それにおいて児童生徒に使って下

さいという御寄附の方が、合計で７，０００万円ほどそこ

から進めさせていただきますので、結果的にはふるさと

納税を活用して、今回エアコン整備をするものでござい

ます。以上でございます。 

○議長（中澤良隆君） １番、小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 今回、エアコン整備に関しては

ふるさと納税の減少を充てられるということで理解いた

しました。 

残された上富良野小学校と西小学校に関してなのです

が、こちらも引き続き、そのように、基金に積立てられて

いるふるさと納税を原資とした財源を活用して整備して

いく予定なのか、それとも、この間、道のほうでもやはり

このエアコン設置が急務であるというような新聞報道等

での報道を受けておりますので、また、その町の財源以外

でという意味に使えるような財源等は検討されているの

かどうかをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君）総務課長答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） １２番小林議員の今後の上小、

西小についての財源についてお答えしたいと思います。 

現行今のところどういう財源が有利なのか、防衛省並

びに文科省の補助金、基本として今考えているところで

ございます。 

ただ、今年についてはそれぞれ、一般財源が出てきます

ので、そのときの財政状況等によりまして、さらに児童生

徒基金を一般財源に充当するかどうかは、その時点でま

た検討していきたいと考えておりますので、御理解願い

たいと思います。 

○議長（中澤良隆君） そのほか質疑ございませんか。 

８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） ３１頁、工事請負費ですか。 

この件に関してちょっと確認をさせていただきたいと

思います。 

今回ＥＶ車を購入するということで、自動車の充電用

コンセントを設置するということになっております。 

こちらについては、軽自動車用ということになってい

ますが、今回の形なんですが、今後こういうＥＶ車を入れ

たときに、軽でなくて普通自動車の場合もこのコンセン

トは、利用できるのか。 

それから、何個も、設置したこの今、２９万９,０００

円の中で、１回に何台も、充電することが可能なのかだけ

確認いたします。 

○議長（中澤良隆君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ８番、中瀬議員の今回導

入しますＥＶ軽自動車に関する御質問にお答えさせてい

ただきます。 

今回、教育支援センターの連絡車としまして活用しま

す軽自動車の部分、電気自動車のほう購入を予定させて

いただいている中で、それの修繕に必要なコンセントに

つきましては、公民館の一部車庫の一部に充電用コンセ

ントを設置することで今計画をしておりまして、このコ

ンセントにつきましては、車庫内ということで今、２００
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ボルトのタイプのものを今つける予定にしております。 

軽自動車に限らず、電源供給ですので、他の供給も可能

かとは考えておりますが、現在導入します、ＥＶの軽自動

車が主な使用ということで考えているとこでございます。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ８番、中瀬議員のそれに伴い

まして今後の公用車の電気自動車等々、更新計画であり

ますが、これにつきまして地球温暖化の関係で、全部とは

いかないのですけど一定程度ハイブリッド及び電気自動

車の購入を今、計画しているところ、年次的計画している

ところでございますので、今、充電器につきましてはそれ

ぞれ、教育委員会等々に設置しますが、今度共通というか

共用の公用施設ついては役場車庫にも、充電器を設置し

て、それを運用していきたいと考えておりますので、御理

解いただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） ２３頁の子ども医療費の寄附金が

増えておりますが恐らく課税要因というのは、課税等々

なのか、内容等はこの未熟児医療についてもお伺いいた

します。 

次に２９頁の町道維持費の件で、この間の議員協議会

の中でも、もっと早くにこの体制をとって、９月の定例議

会だとか、そういったところに計上出来なかったのかな

というふうに、思っております。 

今回みたいにクーラーだとかそういった緊急性という

形で、非常に分かるのですが、道路維持管理については、

町長も述べているように、当初予算等、あるいは審議等こ

の間を通じてそういった補正もありうるということの想

定のもとで今回、これが出てきたということの話であっ

たかなというふうに思いますが、そうであれば、９月の早

くても遅くともっていうか、９月の定例議会でも、しっか

りとした組みたてを行って、そこでもう十分な議論がで

きるような環境が、必要ではなかったのかなというふう

に思いますが、この間、ここまで遅れた要因っていうのは

どういったところが要因になっているのか、この点につ

いて、お伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町民生活課長答弁。 

○町民生活課（山内智晴君） ４番米澤議員の御質問にお

答えします。子ども医療費の関係でございます。 

まず子ども医療費の給付の関係でございますが。 

ところが、５月にコロナが５類に変更になったという

ことで、前年同期よりも５月以降、かなりの子どもの医療

費が前期に比べて増加しております。 

全体的に１５％程度現在でも、増加しております。 

それに伴いまして外来が増えれば当然調剤も増えると

いうことで、今期あと半年間でございますので、その分の

医療費を確保するための補正でございます。 

もう１点未熟児医療費につきましては、例年１人程度

を想定しておりましたが、現段階で既に６人の未熟児の

医療が発生しております。 

今後また３名から４名程度の未熟児が予想されており

ますので、それに伴う所要の補正をお願いしているとこ

ろであります。以上です。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ４番米澤議員の補正時期

のことについての御質問にお答えさせていただきます。 

今回例年にないようなパターンで、組替えをしようか

なということで考えて４月にこれから業者と打合せを重

ねまして、要は、この作業に何人必要なのか、何台必要な

のかだとか、いろいろ人の確保、来られる作業員等々の確

認等を人数も含めた中で打合せも進めて、９月の中旬頃

その頃にと業者とのすり合わせが出来たということで、

議員おっしゃられるように、９月の定例会、には申し訳な

いですけど、ちょっと間に合わないこの時期になったと

いうことで、御理解願いたいと思います。以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第１号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） よって、議案第1号、令和５年度

上富良野町一般会計補正予算は、原案のとおり可決され

ました。 

 

 

◎日程第６  議案第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第６、議案第２号、令和５年

度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を

議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。提出者から提

案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（山内智晴君） ただいま上程いただきま

した議案第２号、令和５年度上富良野町国民健康保険特

別会計補正予算第３号につきまして、提案の要旨を御説
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明申し上げます。 

１点目は、会計年度職員給与条例改定に伴う報酬等の

変更に伴う所要の補正を行うものであります。 

２点目は、当初予算以降、職員の人事異動及び給与改定、

給与条例改定に伴う職員給与費等の変更に伴い、所要の

補正をするものであります。 

以上の内容を主な要素とし、不足する財源につきまし

ては予備費を充当して、補正予算を調製したところでご

ざいます。 

以下、議案の朗読をもって説明に代えさせていただき

ます。 

なお、議決項目部分について説明し、予算の事項別明細書

につきましては省略させていただきますので御了承願い

ます。 

議案第２号をご覧ください。 

議案第２号、令和５年度上富良野町国民健康保険特別

会計補正予算第３号。 

令和５年度上富良野町の国民健康保険特別会計の補正

予算第３号は、次の次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から

歳入歳出それぞれ３９７万２,０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億４,１４２万６,

０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正、款項の区分及び当該区分

ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１

表歳入歳出予算補正による。 

１頁をお開きください。 

第１票につきましては、款ごとの名称と、補正額のみ申

し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

５款、繰入金３９７万２,０００円の減。 

歳入合計は３９７万２，０００円の減であります。 

２、歳出。 

１款、総務費３７８万７,０００円の減。 

９款、予備費１８万５,０００円の減。 

歳出合計は３９７万２，０００円の減であります。 

以上で第２号、議案第２号、令和５年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算第３号の説明といたします。 

御審議いただきまして議決くださいますよう申し上げ、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第１号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） 議案第２号、令和５年度上富良野

町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のと

おり可決されました。 

 

 

◎日程第７  議案第３号 

○議長（中澤良隆君） 日程第７、議案第３号、令和５年

度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（山内智晴君） ただいま上程いただきま

した、議案第３号、令和５年度上富良野町後期高齢者医療

特別会計補正予算第２号につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

１点目は、会計年度任用職員給与条例改定に伴う報酬

等の変更に伴い、所要の補正を行うものであります。 

以下、議案の朗読をもって説明に代えさせていただきま

す。 

なお、議決項目の部分について説明し、予算の事項別明

細書につきましては省略させていただきますので、御了

承願います。 

議案第３号をご覧ください。 

議案第３号、令和５年度上富良野町後期高齢者医療特

別会計補正予算第２号、令和５年度上富良野町の後期高

齢者医療特別会計の補正予算第２号は次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ１０万５,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１億８,７０９万５,０００

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１

表歳入歳出予算補正による。 

１頁をお開きください。 

第１票につきましては、款ごとの名称と補正額のみ申

し上げます。 
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第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

３款、繰入金１０万５,０００円。 

歳入合計は１０万５,０００円であります。 

２、歳出。 

１款、総務費１０万５,０００円。 

歳出合計は１０万５,０００円であります。 

以上で、議案第３号、令和５年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計補正予算第２号の説明といたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第３号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） 議案第３号、令和５年度上富良野

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第８  議案第４号 

○議長（中澤良隆君） 日程第８、議案第４号、令和５年

度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ただいま上程いただきま

した議案第４号、令和５年度上富良野町介護保険特別会

計補正予算第３号につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。 

１点目は、介護保険特別会計における職員給与費等に

ついて、本年４月の職員人事異動による会計間異動、及び、

先ほど御議決いただきました議案第９号上富良野町職員

給与に関する条例の一部改正に伴い、職員給与費等の歳

入歳出につきまして補正するものでございます。 

２点目は、介護系システム保険者業務端末のパソコン

購入について、当初予算に計上しておりましたが、物価高

騰により、価格が値上がりしたことによる不足分を補正

するものでございます。 

なお、収支の差額につきましては、予備費から３１７万

５,０００円を計上し、対応するものでございます。 

以下、議案を朗読し、説明といたします。 

なお、議案説明につきましては、議決項目のみ説明し、

予算の事項別明細書につきましては省略させていただき

ますので、御了承いただきたいと思います。 

議案第４号、令和５年度上富良野町介護保険特別会計

補正予算第３号。 

令和５年度上富良野町の介護保険特別会計の補正予算

第３号は次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、

２２４万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入それぞれ１１億９,６０９万４,０００円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表

歳入歳出予算補正による。 

１頁をお開きください。 

第１票につきましては、款ごとの補正の補正額のみ申

し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

７款、繰入金 ２２４万８,０００円の減。 

歳入合計２２４万８,０００円の減。 

２、歳出。 

１款、総務費 ２２４万８,０００円の減。 

３款、地域支援事業費 ３１７万５,０００円。 

７款、予備費３１７万５,０００円の減。 

歳出合計２２４万８,０００円の減。 

以上、議案第４号、令和５年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算第３号の御説明といたします。 

御審議いただきまして、御議決いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立
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願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） 議案第４号、令和５年度上富良野

町介護保険特別会計補正予算第３号の御説明といたしま

す。は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９  議案第５号 

○議長（中澤良隆君） 日程第９、議案第５号、令和５年

度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算第

４号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ただいま上程い

ただきました、議案第５号、令和５年度上富良野町ラベン

ダー配置事業特別会計補正予算第４号につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、特定防衛施設周辺整備調整交付金に係る施

設の介護ロボット及び居室等エアコン備品。 

備品購入の事業追加に伴い、所要の補正を行うもので

あります。 

２点目は、人事院勧告による職員及び会計年度職員報

酬、手当、共済費の改正に伴い、所要の補正を行うもので

あります。 

それでは、以下、議案の説明につきましては、議決項目

の部分のみ説明をし、予算の事項別明細書につきまして

は省略させていただきますので、御了承願います。 

議案第５号、令和５年度上富良野町ラベンダー配置事

業特別会計補正予算第４号。 

令和５年度上富良野町のラベンダーハイツ事業特別会

計の補正予算第４号は次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第 1 条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９３

６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３億５,４５０万３,０００円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表

歳入歳出予算補正による。 

１頁をお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額のみ申

し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、 歳入。 

５款、繰入金４４６万１,０００円。 

８款、国庫支出金４９０万円。 

歳入合計９３６万１,０００円です。 

２、 歳出。 

１款、総務費２６７万６,０００円。 

２サービス事業費６６８万５,０００円。 

歳出合計９３６万１,０００円。 

以上で、議案第５号、令和５年度上富良野町ラベンダー

配置事業特別会計補正予算第４号の説明といたします。 

御審議いただきまして御議決賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） 議案第５号、令和５年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算第４号は原案

のとおり、可決されました。 

 

◎日程第１０  議案第６号 

○議長（中澤良隆君） 議案第６号、令和５年度上富良野

町公共下水道事業特別会計補正予算第３号を議題といた

します。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

建設水道課長。 

〇建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いただきま

した、議案第６号、令和５年度上富良野町公共下水道事業

特別会計補正予算第３号の補正の要旨について御説明申

し上げます。 

１点目は、歳入におきまして、給与制度の改正に伴う一

般会計繰入金の減額補正を行うものであります。 

２点目は歳出におきまして、１点目と同様に、給与制度

改正に伴う、下水道事業費の減額補正を行うものであり、

歳入歳出それぞれ同額を減額補正するものであります。 

それでは、以下議案を朗読し、説明といたします。 

なお、予算の事項別明細書の説明につきましては省略

させていただきますので御了承願います。 

議案第６号を御覧ください。 

議案第６号、令和５年度上富良野町公共下水道事業特
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別会計補正予算第３号、令和５年度上富良野町の公共下

水道事業特別会計補正予算第３号は次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６

８万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ、３億６,８４０万５,０００円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表

歳入歳出予算補正による。 

１頁をお開きください。 

第１票につきましては款ごとの名称と、補正額のみ申

し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

４款、繰入金６８万８,０００円の減。 

歳入合計６８万８０００円の減。 

３、 歳出。 

１款、下水道事業費６８万８,０００円の減。 

２款、公債費０円。 

歳出合計６８万８,０００円の減。 

以上で、議案第６号、令和５年度上富良野町公共下水道

事業特別会計補正予算第３号の説明といたします。 

御審議いただきまして御議決いただきますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 

○議長（中澤良隆君） 議案第６号、令和５年度上富良野

町公共下水道事業特別会計補正予算第３号は原案のとお

り可決されました。 

 

◎日程第１１  議案第７号 

○議長（中澤良隆君） 議案第７号、令和５年度上富良

野町水道事業会計補正予算第１号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

建設水道課長。 

〇建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いただき

ました、議案第７号、令和５年度上富良野町水道事業会計

補正予算第１号につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

補正の概要ですが、給与制度に伴います職員給与費の

補正をお願いするものであります。 

これらの減額補正を予備費に計上し、総予算の増減は

伴わない内容となっております。 

それでは、以下議案を朗読し、説明といたします。 

議案第７号をご覧ください。 

議案第７号、令和５年度上富良野町水道事業会計補正

予算第１号。 

総則第１条、令和５年度上富良野町の水道事業会計の

補正予算第1号は、次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出。 

第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出。 

支出の予定額を次のとおり補正する。 

以下、款項別の名称及び補正額のみ申し上げます。 

第１款水道事業費用、第１項営業費用４２万１,０００

円の減。 

第４項、予備費４２万１,０００円。 

議会の議決を経なければ流用することが出来ない経費、

第３条予算第６条第１号中、２,４５６万９，０００円を、

２,４１４万円に改める。 

なお、次頁以降につきましては説明を省略させていた

だきます。 

以上で議案第７号、令和５年度上富良野町水道事業会

計補正予算第１号の説明といたします。 

御審議いただきまして御議決いただきますようお願い

申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

起立多数であります。 
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○議長（中澤良隆君） 議案第７号、令和５年度上富良野

町水道事業会計補正予算第１号は原案のとおり可決され

ました。 

 

◎日程第１２  議案第８号 

○議長（中澤良隆君） 議案第８号、令和５年度上富良野

町病院事業会計補正予算第３号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町立病院事務長。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ただいま上程いただき

ました議案第８号、令和５年度上富良野町病院事業会計

補正予算第３号につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

１点目につきましては、給与条例の改正及び異動等に

伴いまして、所要の補正をお願いするものであります。 

また、減額分の４４９万６,０００円につきましては、今

後の不測の事態に対応するため、予備費に計上するもの

であります。 

２点目につきましては、特定防衛施設周辺整備調整交

付金を財源とします医療器械購入事業について、所要の

補正をお願いするものでございます。 

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきます。 

議案第８号、令和５年度上富良野町病院事業会計補正

予算第３号、総則第１条、令和５年度上富良野町の病院事

業会計の補正予算第３号は次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出。 

第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予

定額を次のとおり補正する。 

補正予定額のみ申し上げます。 

支出。 

第１款、病院事業費用０円。 

第1項医業費用２５１万円の減。 

第３項介護保険施設事業費用１９８万６０００円の減。 

第６項予備費４４９万６,０００円。 

資本的収入及び支出。 

第３条予算第４条の第４条に定めた資本的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

補正予定額のみ申し上げます。 

収入。 

第１款、資本的収入１,１８１万１,０００円。 

第１項出資金２２１万１,０００円。 

第２項補助金９６０万円。 

支出。 

第１款、資本的支出１,１８１万１,０００円。 

第２項建設改良費１，１８１万１，０００円。 

議会の議決を経なければ流用することの出来ない経費。 

第４条予算、第十条第１号中に、６億６,４３６万６,０

００円を６億５,９８７万円に改める。 

重要な資産の取得及び処分、第５条、重要な資産の取得

及び処分は、次のとおりとする。 

1、取得する資産種類、医療器械、名称、多項目自動血

球分析装置、数量、一式。 

次頁以降につきましては、説明を省略させていただき

ます。 

以上、議案第８号、令和５年度上富良野町病院事業会計

補正予算第３号の御説明とさせていただきます。 

御審議いただきまして、御議決賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって提案理由の説明を終

わります。 

これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければこれをもって質疑を終了

いたします。これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７号を採決いたします。 

本件は原案のとおり決定することに賛成の方は御起立

願います。 

(賛成者起立) 

〇議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

よって、議案第８号、令和５年度上富良野町病院事業

会計補正予算第３号は原案のとおり可決されました。 

 

◎閉会宣告 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、本臨時会に付議さ

れた案件の審議は全て終了いたしました。 

 これにて、令和５年第７回上富良野町議会臨時会を閉

会といたします。 

午前１１時２２分 閉会 

 



 

 

 上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の正確なる事

を証するため、ここに署名する。 

 

 

  令和５年１１月２７日 

 

 

 

                 上富良野町議会議長  中 澤 良 隆   

 

 

                  署 名 議 員   金 子 益 三 

 

 

                  署 名 議 員   林   敬 永 

 

 

 


